
製造業現場改善セミナー
現場と管理部門との連携強化

「本当です。

実は、現場が一番柔軟です！」
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自己紹介
キカイ・ジャパン合同会社 代表社員 社長

入岡 利成（Toshinari Irioka） irioka@kikai.jp
1965年 愛媛県伊予市生まれ

趣味 ：アマチュア無線（社団法人日本アマチュア無線連盟愛媛県支部役員）

好きな人物：フォン・ブラウン、アーネスト・シャクルトン

1984年 愛媛県立松山工業高校 機械科 卒業

1984年 アンリツ株式会社（神奈川県厚木市）計測器事業部 （IE/PG/SE）

1990年 ダイキ株式会社 （愛媛県松山市） 情報処理事業部（PG/SE）・住宅機器事業部（仕入実務）

1999年 受託受注による通販サイト立ち上げなど（フリーター）

2000年 愛建電工株式会社（愛媛県松山市）（IT講習会/PG/SE/営業）

生産管理システム「電脳工場」導入

ブログ：生産管理システム【電脳工場】導入記（導入してから記）

2007年 株式会社共立機械製作所（広島県） 総務・管理部

生産管理システム「電脳工場」導入

ブログ：生産管理システム【電脳工場】導入記～三原編

2010年 キカイ・ジャパン合同会社 創業

ブログ：キカイ・ジャパン_Kikai_JAPAN 知恵・知識・情報の共有、それが「宝」
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会社紹介

■設立 平成21(2009)年10月29日
■本店 〒791-3142 愛媛県伊予郡松前町大字上高柳508番地8 TEL/FAX：050-3488-6004      
■事務所 〒791-3155 愛媛県伊予郡松前町大字鶴吉897番地 TEL/FAX：089-908-4363
■事業目的
情報処理システムの設計、開発、販売、教育および運用・保守／インターネットを利用するコンピューターシステムの
開発、販売および運用・保守／情報通信機器の開発、製造、設計、施工、販売および保守／機械・装置の開発、製造お
よび販売／機械・電気・電子機器の部品、材料の販売／コンピュータ利用に関するコンサルタント／生産管理に関する
コンサルタント／ＩＳＯ等認証取得コンサルタント
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お伝えしたいキーワード

自分の会社そのものを
製品化（売り物に）しようじゃないか！

スローガン

① システム導入は総務的な仕事

② 情報開示・周知および教育が大事

③ 全体 適を 優先 → 必ず後で部分 適を約束・実施

Keyword
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業務改善プロジェクト

PDCAサイクル（階層的にいくつもある）

「できることから順番に、着実に一つずつ前進」

目的

目標

実施

教育仮・本稼働評価

見直し

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ３

運営
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業務改善プロジェクト フェーズ１

導 入 支 援 業 務

【目的】
業務改善

内部規定・標準整備
規定管理規定／文書規定／会議規定／稟議規定

総務・規格

財務・経理

人事・給与

ISO

生産管理

生産技術

購買・資材

設計

営業

製造

安全管理

経営層

【目標】
あるべき姿

帳票調査

現状業務
フロー

PJメンバー

操作教育

PJメンバー

決定

【実施】

見学・デモ・パッケージ
選定

デモ

運営

↑ 導入支援はここから始まる
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プロジェクトの運営

まずは「参加」することが重要で
システム導入を「イベント化」する

意識を「祭り」にしてしまう
不安を解消？麻痺させる？

「祭り」の意味・言われは不明でも、「参加」すると楽しくないですか？

繰り返し手本を見せて、
何度も、誘いの声をかける

運営
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プロジェクトの体制図１

プロジェクトオーナー
社長

プロジェクト責任者
副社長

プロジェクトリーダー
47歳

事務局
48歳・42歳・38歳

営業
35歳

営業
31歳

設計
35歳

製造
31歳

資材
31歳

本社設計
31歳

総務
46歳

役員

平均年齢 歳

実働部隊 歳

37.7

34.3

運営

お祭りバージョン
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プロジェクトの体制図２
職務権限の壁がある場合には

立案部隊：プロジェクトチーム ／ 実施部隊：ワーキンググループ

運営
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中小企業は事情が違う

大企業

業務マニュアル完備

ほとんどの
業務をこなせる
逸脱処理はない

中小企業

マニュアルが無い

業務との整合性の無い

先輩から伝え聞いた

手順が全て

事前調査
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まずは現状分析①
現行の帳票類を集めて、現状業務を書き出してもらう

①日報の予定と実績を書いてもらう

事前調査
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まずは現状分析②

②日報内にある作業の手順を書いてもらう（サンプル帳票添付）

事前調査
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まずは現状分析③

③サンプル帳票の添付

事前調査
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業務改善プロジェクト フェーズ２

導 入 支 援 業 務

マニュアル整備
内部規定・標準／ISO改訂準備

業務分掌・職務権限規定／給与体系

マニュアル整備
ISO改訂
経理規定

マニュアル整備
ISO切替・発効

人事考課制度導入

カスタマイズ
調査・決定

運用方法変更

トップダウン・全体 適

費用算出
ハード
ソフト

導入支援

発注

カスタマイズPG開発

業務・運用ルール教育

標準版
操作教育
（全員）

カスタマイズ版
操作教育
（全員

ハード・ソフト導入 カスタマイズ納品

仮稼働 本稼働 評価

稼働支援

運営

全体最適
Copyright (C) 2012 Kikai JAPAN, LLC. All Rights Reserved.



カスタマイズの考え方

前提条件 ： カスタマイズは（極力）しない！

 要件

①業態の性格上やむを得ないカスタマイズ

②社内の運用変更が間に合わないためのカスタマイズ

③システム連携のためのカスタマイズ

※初期導入（フェーズ１）では、システム全体がよく見えていないこともあり、
ムダなカスタマイズとなることがほとんど

全体 適
カスタマイズ

人間系で
処理・運用

部分 適
カスタマイズ

稼動前 稼動後

発注
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まずは
紙とキーボード、ディスプレイで頑張る

全体 適

部分 適
（便利に・ラクに） IT機器の利用

IT機器を利用せず、人間系で対応できる活動

・内部規定の見直し

・INPUT先-OUTPUT先の人と人の調整

発注
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組織を超えたチーム

プロジェクト
メンバー

エンドユーザ
（社員）

開発元

組織を超えて目的目標を共有する”チーム”

社
内

事務局
SIベンダー

メーカー・SE

JV（土木建築業界の共同企業体）形式がよいかも？（民法上の組合）
会社間でグループが組めるグループウェア（Knowledge Suite GRIDY）が便利

運営
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情報の周知
 現場では「新システム導入」の内容を知らない？！

“電脳カレンダー”

会社の営業日を反映

新システムの行事を明記

新システムの運用ルールや

周知情報を図式で表示

情報共有
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社内報による周知

情報共有
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議事録も大事だが、、、
 redMine：新業務システム

(バグ不具合報告管理システム)

 Knowledge Suite
GRIDY（グループウェア）

情報共有

紙ベースの資料が山積みになって利用されないケースも。 → WEB利用でいつでも誰でも見ることが可能に。
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言葉が通じない！

再教育の必要性

「出荷」「受入」
物の移動

違いを理解できない

「売上」「仕入」
価値の移動

＜旧システム＞
「出荷」と「売上」
「受入」と「仕入」

明確に区別されていなかった

教育

「在庫」
とは？

「棚卸」
とは？

「納品」
とは？
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だれもトレーニングしない

並行稼動前
座学＋実機
集合研修

テスト稼動
自主

トレーニング

本稼動までに
操作に慣れる

誰も
トレーニング
していない！

トレーニングの
ための仕掛け

のはずが・・・ 理由は、「忙しい」？？？

教育
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トレーニングをするしくみづくり

小学生の夏休みの宿題

ペーパー研修

受注から出荷までストーリ
問題形式で操作
週2～4枚ペース
WG長へ期日までの解答を義務
一般従業員にもプリント学習

事務局で
全ての添削を

実施

教育
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意外な展開①

事務局
疑問点記入

添削／回答

ペーパー研修が『個人のマニュアル』に

ペーパー研修を実施した社員同士で活発な情報交換。
本稼動後、操作の問い合わせ時にペーパー研修のページ数で伝えると、
自分で綴じていたペーパー研修を開いて操作続行可能。

教育
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意外な展開②

教育
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社員教育

 全体の早分かり

 ペーパー研修

 各部門担当者 お手製マニュアル（手書きも）OK

教育
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モチベーション向上の秘策

満たされないと
“不満足”

満たされると
“やる気UP”

衛生要因

仕事における環境要因
人間関係
作業環境
給与・・・

動機づけ要因

仕事における意欲要因
達成
承認
責任
昇進
・・・

「２要因理論」：臨床心理学者フレデリック・ハーズバーグ

運営

次の世代のリーダーは自分たちである！
その時のための‘あしあと’を残しておこう
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業務改善プロジェクト フェーズ３

導 入 支 援 業 務

マニュアル整備
ISO改訂
経理規定

マニュアル整備
ISO切替・発効

人事考課制度導入

追加カスタマイズ
調査

ボトムアップ・部分 適

部門単位の複数サブプロジェクト

発注

カスタマイズPG開発

業務・運用ルール教育

カスタマイズ納品

評価追加稼動

費用算出

ハード
ソフト

導入支援

運営

部分最適(複数サブプロジェクト)
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運用改善活動「部分 適」

 棚卸委員会「チーム・マイナス１％」
・在庫金額を１％下げる

・在庫管理の精度向上

・直課（直接仕掛）をなくし一般在庫として管理

・部品の標準化を進め、在庫管理アイテム数の削減

（資材部・製造部・設計部にてサブプロジェクト立ち上げ）

・出庫伝票を切る・切らないものを整理分類、管理精度を向上

 資材部「電脳“向上”プロジェクト」

 営業部「CRM統合見積受注システム開発検討会」

運営
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運用改善中も・・・日々前進

 教育や内部規定、ISOの見直し

 労働安全衛生活動

現場を見ることで新たな事実が・・・

運営
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自分の会社そのものを製品化

良い会社

ITシステム導入の目指すところ
信用できる

信頼できる

CSR
企業の社会的責任

「従業員」にとって良い会社

「投資家」にとって良い会社

「金融機関」にとって良い会社

「取引先」にとって良い会社

「地域住民」にとって良い会社

「国・地方行政」にとって良い会社

CSR:Corporate Social Responsibility
ISO26000：SR（社内的責任）の国際標準
まもなく発効予定

ITシステム導入は、単なる「システム」というものを購入するという意味ではない。

会社全体に及ぶ「しくみ」作りであり、すべてが密接に関連して動く。

「ITシステム」は、「しくみ」作りをする上での「はかり」である。

運営
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システム導入のための秘密の呪文

伝統は革新の連続

現状維持は退歩なり！
【ブログ】

生産管理システム【電脳工場】導入記（導入してから記） http://blog.livedoor.jp/dennou_aiken/ 2004年11月～2006年12月

生産管理システム【電脳工場】導入記～三原編 http://blog.livedoor.jp/f1_kks/ 2007年06月～2010年02月

キカイ･ジャパン_Kikai_JAPAN 知恵・知識・情報の共有、それが「宝」 http://blog.livedoor.jp/kikai_japan/ 進行中

愛媛県内子町の大森ろうそく

さいごに
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